
令和２年５月１２日 

教育委員会報告資料 

新型コロナウイルス感染症による影響への対応について 

（令和２年５月１２日時点） 

１ 市立学校の臨時休業に関する経過について 

○２月２７日（木） ・【国】新型コロナウイルス感染症対策本部会議において、小学校、中学

校、高等学校及び特別支援学校における全国一斉の臨時休業を要請す

る方針が内閣総理大臣より示された。

○２月２８日（金） ・【国】文部科学省から「新型コロナウイルス感染症対策のための小学校、

中学校、高等学校及び特別支援学校等における一斉臨時休業について

（通知）」が示された。

・【報道発表】川崎市立学校における臨時休業への対応について 

「国の方針を踏まえ感染拡大の防止のため全市立学校において臨時休

業を実施」

①臨時休業期間：令和 2 年 3 月 4 日（水）から 3 月 25 日（水）まで

（3 月 26 日以降引き続き学年末休業・学年始休業（～4 月 5 日まで））

②児童生徒の居場所：やむを得ない特別な事情がある児童生徒に対し、

学校の教育活動とは別に設置

③個別に登校日を設定することは可能。日時・場所を分散させる等感

染防止策を講じた上、必要最小限の人数で実施

④卒業式・入学者選抜等については、既定方針通り感染防止策を講じ

て実施

⑤臨時休業期間中の体調管理に留意するよう指導。発熱等の症状等心

配な点がある場合は速やかに学校へ連絡

⑥緊急時連絡体制を整備

⑦家庭訪問等を通じて児童生徒の状況把握に努める。

・臨時休業期間、児童生徒の居場所、進路指導、卒業式、入学者選抜、体

調管理、緊急連絡体制などについて、各学校長に通知するとともに、

市ホームページに掲載した。

・各保護者に向けては、「新型コロナウイルス感染症の発生による臨時休

業のお知らせ」を配布し、臨時休業期間、児童生徒の居場所、進路指

導、卒業式、入学者選抜、臨時休業中の過ごし方、健康状態の把握、緊

急連絡体制、相談窓口などをお知らせした。

・学校施設開放（特別開放・夜間校庭開放を含む）については、3 月 2 日

から 3 月 25 日まで中止した。

・3 月 4 日（水）から臨時休業が開始することに伴い、同期間給食が不

実施となるため、学校給食に係る各種委託事業者宛て通知を行った。

・小学校用・中学校用の家庭学習資料等を各学校に通知するとともに、

川崎市総合教育センターホームページに掲載した。
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・スクールカウンセラー、学校巡回カウンセラーの通常派遣及び、溝の

口・塚越両相談室における来所相談の通常実施、適応指導教室（ゆう

ゆう広場）の「児童生徒の居場所づくり」の観点からの通常開室につ

いて、各学校に通知するとともに、川崎市総合教育センターホームペ

ージに掲載した。

○３月２日（月） ・各学校から保護者に対し、「児童生徒の居場所」の利用希望調査書を配

布した。

○３月３日（火） ・３月分の学校給食費については、給食を実施した 3 月 2 日分及び 3 月

３日分とし、その分を差し引いた給食費を保護者に返金又は次年度の

給食費に充当し、保護者に周知するよう学校に依頼した。

○３月４日（水） ・市立学校において臨時休校を実施するとともに「児童生徒の居場所」

を設置した。

・スクールガードリーダー、地域交通安全員の継続配置を行った。

○３月１３日（金） ・本市が主催するイベントの自粛期間が本年 3 月 31 日（火）まで延長さ

れたことに伴い、市立学校における部活動についても感染拡大の防止

のため、同日まで中止した。

○３月２３日（月） ・【報道発表】新型コロナウイルスへの対応に関する川崎市立学校で実施

する入学式、部活動等の再開、運動日の設定について 

①入学式：感染症拡大の防止措置を行い実施

・期日（市立小学校・中学校・特別支援学校）令和 2 年 4 月 6 日(月) 
（市立高等学校）令和 2 年 4 月 7 日(火) 

・会場の椅子の間隔を椅子 1 個分以上空ける等、参加者間のスペー

スを確保する。

・参加者は新入学児童生徒及びその保護者のみ。来賓の参加は見合

わせる。

・保護者の参加については、状況に応じ制限する。

・在校生の参加は原則行わない。代表児童生徒が参加する場合は、

必要最小限の人数に制限する。

・式全体の時間短縮を図る。式典の実施方法を工夫して行う。

②授業再開：今後、文部科学省からの通知（ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ）を受け検討

③部活動：感染症拡大防止の措置を講じた上で再開

(1) 期間 4 月 1 日（水）から再開

(2) 対象 市立中学校・高等学校・特別支援学校の部活動に所属して

いる希望する生徒

④運動日：児童生徒の運動不足やストレスの解消などの健康保持・体

力維持の観点から、感染症拡大防止の措置を講じた上で、市立小学

校・中学校において実施

(1) 期間 小学校 3 月 26 日（木）～4 月 3 日（金）の平日に、各学

校が状況に応じて設定。

中学校 3 月 26 日（木）～3 月 31 日（火）の平日に、各

学校が状況に応じて設定。
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(2) 実施場所 各小学校・中学校の校庭。

(3) 対象 希望する在校生。なお、卒業生は 3 月 31 日まで利用可能

  ※学年を分けるなど、１回当たり大人数にならないように工夫する。

 ⑤学校施設開放：学校教育に支障のない範囲で、校庭・体育館等の学

校施設を市民の皆様に御利用いただく学校施設開放を再開する。

(1) 期間 4 月 1 日（水）から実施。

(2) 実施校 小学校・中学校・特別支援学校の学校施設開放実施校。

○３月３１日（火） ・【報道発表】新型コロナウイルスに関する川崎市立学校の対応等につい

て（令和２年３月３１日時点） 

①学校再開については、近日中に開催予定の国の専門家会議の見解や、

文部科学省から示される指針を踏まえ決定する。

②入学式については、「新型コロナウイルスへの対応に関する川崎市立

学校で実施する入学式、部活動等の再開、運動日の設定について」

（31 川教指第 3146 号）に基づき、感染症拡大の防止措置を充分行

った上で実施する。

③部活動については、「新型コロナウイルスへの対応に関する川崎市立

学校で実施する入学式、部活動等の再開、運動日の設定について」

（31 川教指第 3146 号）により、４月１日から再開としていたが、

本市の不要不急の外出を一定期間控える方針及び、今般の隣接都市

等における新型コロナウイルス感染症拡大の状況等に鑑み、４月５

日（日）まで中止とする。

④児童生徒の運動不足や、ストレス解消等の健康保持、体力維持のた

め小中学校で実施していた「運動日」については、各学校の状況に応

じ、学校再開までの間、実施する。

⑤学校施設開放については、４月１日から再開としていたが、引き続

き、当面の間、利用中止とする。

○４月２日（木） ・【報道発表】新型コロナウイルスに関する川崎市立学校の臨時休業の実

施について（令和２年４月２日時点） 

①市立学校について、令和 2 年 4 月 6 日（月）から 4 月 17 日（金）

までを臨時休業とする。

②入学式について、「新型コロナウイルスへの対応に関する川崎市立学

校で実施する入学式、部活動等の再開、運動日の設定について」（ 31 
川教指第 3146 号に基づき、感染症拡大の防止措置を充分行った上で

実施する。

③始業式について、感染症対策及び集団感染への対応を充分行った上

で学校の状況に応じて、４月６日（月）以降に実施する。

④原則、家庭学習とする。週に１回程度の登校日を設定し、次の点に配

慮しながら取り組む。

・健康状態の把握、家庭学習の指示、必要な連絡等を行う。

・学校での滞在時間は最大９０分程度とし、文部科学省からのガイド

ラインに則った形で、感染症予防対策を行う。
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・児童生徒の運動不足やストレスの解消などの健康保持・体力維持の

観点から、感染症拡大防止措置を講じた上で運動の時間を確保す

る。

・密閉空間にしないために換気を徹底する。

・児童生徒が密集しないような状態を確保する。

・児童生徒が近距離での会話や大声での発声をできるだけ控えるよ

うにする。

・高等学校全日制課程及び川崎高等学校附属中学校については、公共

交通機関を利用する生徒がいることから、感染症予防の観点で混雑

時の交通機関の利用を避けるように配慮する。また、高等学校定時

制課程については、時間帯や生徒数が異なるので各学校個別の対応

とする。

・特別支援学校について、児童生徒の状況に応じた方法で対応する。

・登校日は、授業日とせず、出席欠席の対象としない。

⑤児童生徒の居場所について、共働き家庭など留守家庭の児童、特に

低学年児童など留守番をすることが難しい場合等、やむを得ない特

別な事情がある児童生徒に対し、学校の教育活動とは別に児童生徒

の居場所を学校に設ける。

⑥学校施設開放については、引き続き、当面の間、利用中止とする。

○４月３日（金） ・各小学校・中学校に「４月以降の臨時休業中の家庭学習について」を

発出し、４月版「家庭での学習計画」及び学習計画（例）を示すととも

に、家庭学習を課すことや登校時の学習指導について依頼

○４月７日（火） ・【国】新型インフルエンザ等対策特別措置法第 32 条の規定に基づき、

新型インフルエンザ等対策本部長である内閣総理大臣から「新型イン

フルエンザ等緊急事態宣言」が行われた。

○４月９日（木） ・【市】国の緊急事態宣言に基づく県からの要請を踏まえ、川崎市新型コ

ロナウイルス感染症対策本部長より「緊急事態宣言下における本市行

政運営方針について」が示された。

・【報道発表】市立学校における臨時休業等の対応について（令和２年４

月９日時点） 

①市立学校の臨時休業期間については、市方針を踏まえ、５月６日（水）

まで延長する。

②新入生を含む保護者への連絡手段を確保する必要があることから、

学校の状況に応じて、次の連絡方法により対応する。

・配信メールシステム（登録用紙は、家庭訪問もしくは来校により配

付）

・川崎市ホームページ、学校ホームページ

・電話連絡、家庭訪問等

③臨時休業中の過ごし方について

・原則、家庭学習

・登校日、家庭訪問、電話連絡等で児童生徒の健康状態等を把握
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④登校日について

・児童生徒の心身の健康状態や生活状況の把握、学習指導、感染予防

などの保健指導、運動等によるストレス解消などを目的とする。

・登校日を今週に実施する場合は、感染症予防対策を十分に講じた上

で、教科書の配付、学習課題や必要書類の配付・回収、諸連絡等、

必要最小限の内容・時間とする。

・登校日を４月１３日（月）以降に実施する場合は、以下の留意点を

踏まえ、感染症予防対策を十分に講じた上で実施する。

目的：健康観察、学習課題に係る指導・連絡、保健指導、生活状況

の把握（アンケート記入等）、運動等

回数：１児童生徒につき週１回程度

環境：１教室１０人以内での対応

時間：６０分以内

・児童生徒が公共交通機関を利用している高等学校及び特別支援学校

については、登校日を設けず、個別対応とします。

⑤「児童生徒の居場所」についても、上記臨時休業の期間に合わせ、実

施を継続する。ただし、利用については、やむを得ない特別な事情が

あり、かつ、次のいずれかに該当する保護者の児童生徒を対象にす

る。

・保護者が医療従事者である場合

・保護者が、社会の機能を維持するために就業を継続することが必要

な者である場合

・ひとり親家庭などで保護者が仕事を休むことが困難な場合

・障害があることにより一人で過ごすことが難しい場合

⑥学校施設開放については、当面の間、引き続き、利用中止とする。

○４月１５日（水） ・【報道発表】市立学校における臨時休業中の対応について（令和２年４

月１５日時点） 

①不安等を抱える児童生徒への支援について：臨時休業期間中におい

ては、不安等を抱える児童生徒への支援や児童生徒の心身の健康状

態の把握のため、各学校が家庭と連携しながら、次のいずれかの方

法で取り組む。

・個別相談日の設定（児童生徒の希望制）

・電話相談窓口の設定（児童生徒からの電話による相談）

・家庭訪問等の実施（教職員による対面相談やポスティング等）

・児童生徒の居場所での見守り

②当面の間、登校日は中止とする。

③「児童生徒の居場所」について：引き続き実施する。

④教職員の感染防止策の強化について：臨時休業中の学校運営に支障

のない範囲で、今後の学校再開を視野に、これまでの取組に加え在

宅勤務を可能とし、教職員の感染防止策を強化する。
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○４月１７日（金） ・【市】川崎市業務継続計画（ＢＣＰ）発動

○４月２１日（火） ・各小学校・中学校に「市立学校における家庭学習について」を発出し、

「ＩＣＴを活用した家庭学習の例」を示し、川崎市総合教育センター

ホームページに掲載するとともに、５月版「家庭での学習計画」及び

学習計画（例）を示した。

○４月２７日（月） ・各小学校・中学校に「新型コロナウイルス感染症に関する家庭向け資

料について」を発出し、川崎市総合教育センターホームページに掲載

した。

○４月２８日（火） ・【報道発表】市立学校における臨時休業期間を暫定的に延長します（令

和２年４月２８日時点） 

①市立学校の臨時休業期間を５月８日(金)まで暫定的に延長する。

②５月１１日（月）以降の対応については、国及び県の方針が示された

後、改めて決定する。

③国の緊急事態宣言の延長又は県の臨時休業期間の延長要請があった

場合には、当該宣言又は要請に定める期限まで、臨時休業期間を延

長する予定。

④不安等を抱える児童生徒への希望制による個別相談等の支援につい

ては、実施を継続する。

⑤「児童生徒の居場所」についても、引き続き運営する。

○５月４日（月） ・【報道発表】市立学校における臨時休業期間を延長します（令和２年５

月４日時点） 

①市立学校の臨時休業期間については５月３１日（日）まで延長する。

②６月１日（月）以降の対応については、国・県の方針、新型コロナウ

イルスの感染状況等を踏まえ、改めて決定する。

③国の緊急事態宣言の再延長又は県の臨時休業期間の再延長要請があ

った場合には、当該宣言又は要請の定める期限まで、臨時休業期間

を延長する予定。

④家庭での児童生徒の学習を支援するため、次の取組を進める。

・児童生徒（または保護者）の分散、時差または個別での来校によ

る、学校での学習相談や学習課題の配布・回収等、御家庭への学習

課題のポスティング等を各学校の状況に応じて実施する。

・川崎市総合教育センターのホームページにおいて、ICT を活用し

た家庭学習のための WEB サイトの紹介をしている。

⑤不安等を抱える児童生徒への希望制による個別相談等の支援につい

ては継続する。

⑥「児童生徒の居場所」についても、引き続き運営する。

⑦特別支援学校の「児童生徒の居場所」における給食の提供は中止す

る。

⑧市立小学校の自然教室については、延期日程の調整が困難なため、

中止とする。

⑨市立中学校の自然教室については、現段階では検討中。
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○５月７日（木） ・各小学校・中学校に「臨時休業期間における家庭学習について（通知）」

を発出し、インターネットを活用した動画配信等や、ＴＶ会議システ

ムを活用した取組について情報提供した。

○５月１１日（月） ・各学校に「インターネット等、ＩＣＴを活用した「オンライン指導」

について（通知）」を発出し、次の各ガイドラインに沿った運用を依頼

した。 

①令和２年度「オンライン指導」に関するガイドライン 

②双方向のオンライン指導「zoom」等の利用の手引き 

③単方向のオンライン指導「YouTube」等の利用の手引き 

２ 学校再開に向けて 

（１）学校再開等の判断について 

・６月１日（月）以降の対応（学校の再開・臨時休業期間の延長）については、国・県の

方針、新型コロナウイルスの感染状況等を踏まえ、改めて決定する。

・国の緊急事態宣言の再延長又は県の臨時休業期間の再延長要請があった場合には、当

該宣言又は要請の定める期限まで、臨時休業期間を延長する予定

（２）学校再開に向けた検討 

・学校再開後一定期間の分散登校や時差登校などによる段階的な教育活動の再開

※分散登校：児童生徒を複数のグループに分けた上でそれぞれが限られた時間、日において登校する方法

※時差登校：校門や玄関口等での密集が起こらないよう登下校時間帯を分散させることや始業時間の繰下げ

・必要に応じ各教科等の指導計画の見直し

・児童生徒や教職員の負担が過重とならないように配慮しながら、時間割編成の工夫、

学校行事の精選、長期休業期間の短縮等

３ 令和２年度実施教員採用候補者選考試験について 

（１）現時点での対応 

   ・地方会場（熊本・名古屋）の中止 → 川崎会場のみ実施

・受験申込期限の延長

（電子申請 5 月 15 日→5 月 22 日 郵送申請 5 月 22 日→5 月 29 日）

（２）検討事項 

   ・川崎会場を２会場から３会場に変更し、受験者を分散

   ・受験者へ事前の要請

（マスク持参・手指の消毒・事前の検温・体調不良の場合の受験自粛）

・体調不良者への対応（別室での受験）

・試験の時程及び内容の変更
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テレビ会議システム（Zoom）による学校と家庭の双方向通信の研究 
○目的
 ・児童生徒の学習状況等を把握する一つの手段 

○現状 
・使用システム…Zoom（無料で活用できる等汎用性が高い）
・市内小中学校で試行（出席確認、健康観察等） 
・成果と課題 
 成果…児童生徒（保護者）とのつながりがもてる 

課題…環境整備、つながらない児童生徒への対応 

○導入の妥当性 
・児童生徒の安否確認、心のケア、健康状態の把握 
・学習に遅れが見られる児童生徒への個別支援 
・スムーズな学校再開 

動画配信の実践について 
○現状 
・YouTube による動画配信  
・クラウド（OneDrive 等）を使った情報提供 
・学校連絡システムによる文書等の配信 ・ＩＣＴ学習システムの導入 

○オンラインシステムの注意点 
・情報セキュリティ等への留意 ・健康への配慮  
・通信環境を使用する家庭への理解 ・ＰＣ室を開放などの措置 

○今後の方向性 
・単報告のオンライン配信（YouTube）について環境を整備 
・YouTube の配信についてガイドラインを作成 

ＩＣＴを活用した家庭学習 
○ＩＣＴを活用した家庭学習の例について 

○学習動画に係る周知について 
・教科書の QR コード 
・川崎市の学びのひろば 
・文部科学省ＨＰ 
・テレビ放送 ＮＨＫＥテレ 
・ReseMom 
・神奈川県総合センター家庭学習リンク集 
・横浜市教育委員会作成の学習動画 

総合教育センターからの情報提供 
○臨時休業中の家庭学習について 
 ・「家庭での学習計画」（４月８日～５月２９日） 

○各学校の取組 
学習課題の作成 

↓
個別相談日や家庭訪問等での学習課題の配布・説明 

↓
学習課題の回収・添削 

↓
個々の児童生徒の学習状況の把握・支援 

↓
学習課題の作成 

臨時休業期間における家庭学習について 

◎ 家庭学習の取組について

１ インターネットを活用した動画配信等

ＩＣＴを活用した家庭学習への情報提供 

４月 10 日付け初等中等教育局長通知「新型コロナウイルス感染症対策のための臨時休業などに伴い学校に登

校できない児童生徒の学習指導について」において、臨時休業期間中に児童生徒が授業を十分に受けることが

できないことによって学習に著しい遅れが生じることのないよう必要な措置を講じることが示されている。

コンテンツ利用

基本方針 各学校ができることから取り組む

目  的 学習に著しい遅れが生じない 

ようにする

２ ＴＶ会議システムを利用した取組

同時双方向 

単方向 
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